





















Ergonomic evaluation of stereoscopic images 
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  15 分程度の観察で視覚負担が有意に増大する視差量の閾値は，交差方向では 1
度と 2 度の間に存在する．  
  視差量 1 度の条件の場合にも，有意ではないものの変化率は大きいため，注意
が必要である．  
  100inch の画面を 3m の距離から観察した条件の下では，視差量を基準に評価
すると，同側方向と交差方向の最大視差量の絶対値の和は 2 度前後が快適と有





第 3 章 立体映像コンテンツの評価システムの試作  
画像処理を用いることで，閾値を基準とした評価を簡便に行うソフトウェア  (評
価機能 ) を試作した．ステレオマッチングにより計算したズレ量マップ中の%ile 値
を使用することで最も手前および奥の被写体のズレ量を計算できること，そこから
 視覚負担が許容範囲に収まるか判定可能なことが示された．  
 
























第 6 章 コンテンツ評価機能およびカメラ自動設定機能の検証  
本章では立体映像制作経験者らによるフィールドテストを行い，第 3 章および第
5 章で試作した機能を検証した．得られた知見を，以下に示す．  
  撮影時に実際に立体視を行えない状況でも，計算された視差量マップを参照し
ながら撮影することで，立体映像コンテンツの安全性を確保することができる． 





離  (ゼロポイントを設定する被写体 ) と左右カメラの光軸の交差角  (立体感の













  全体的な立体感は現実感を増大させる．  
  立体感の過剰や不自然な立体感は逆に現実感を損なう他，視覚的な負担の原因
ともなりうる．  
  現実感は臨場感を増大させる他，欠如すれば違和感を感じる原因ともなる．  
  立体映像の評価に影響する上位の  (抽象的な ) 項目は，立体感に関する項目，
印象に関する項目，視機能に関する項目の 3 系統に大きく分類できる．  
  立体感に関する項目は「立体感  (全体 ) 」「立体感  (オブジェクト単体 ) 」から
なる．  
  印象に関する項目は「自然さ」「違和感」「現実感」「臨場感」からなる．  




第 8 章 結論  
本研究では，立体映像に特有の視差に起因する視覚負担の発生条件を定量化し，
人間工学的な視点から生体影響を軽減するための取り組みを行った．本研究の主要
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